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県大会・全国大会に出場して良かったことは？
• チームメートとの仲が深まったこと。知らない人たちと仲良くなれたこと。問題を解くのが楽しかったこと。 

（巣南中学校２年 チームキャプテン）

• 仲間と協力して問題を解き進め、更に絆が強まったこと。全国大会では、他県の人たちと交流することも多く、

同じ趣味を持つ人とも出会って楽しく、とても満足できる大会でした。（名古路 健洋さん）

• 他の都道府県の子と話せたこと。難しい問題に挑戦する楽しさが分かったこと。（岡田 茉優さん）

• 科学を通じて県をまたいだ友達ができたこと。自分たちのチームにはなかった考え方や知識を学ぶことができ

たこと。出された課題に対してチームが一丸となって考え、メンバー同士の絆を強めることができたこと。

（加藤 望さん）

• 日々の科学や数学に対する意識が高まり、また、科学や数学について全国の人と会話し、理解を深めることが

できました。（市橋 澪さん）

• 県大会でも他の学校の子と交流できて楽しかったです。全国大会でも他県の子らが出してきた実技競技のアイ

ディアや考え方には、自分たちが思いつかなかったこともたくさんあり、大変刺激になり、貴重な体験でした。

（丹羽 朔太郎さん）
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来年度出場する後輩たちへのメッセージは？
• 県大会の問題は、簡単じゃないけれど、全国大会に比べたらやりやすいかも。チームメートとも相談して解い

ていけるから、あまり心配しないで楽しんで出場してほしいです。（巣南中学校２年 チームキャプテン）

• 「難しそう…」「少し怖い…」というイメージがあるかもしれませんが、この大会を経験した僕たちが伝えた

いのは、「この大会はとても楽しい大会だ」ということ。いろいろな楽しさが味わえますが、問題を解くこと

自体、とても楽しかったです。ぜひ出場して。（名古路 健洋さん）

• 県大会の問題は、全国大会よりは簡単でした。過去問（※）があるので、まず解いてみて。（岡田 茉優さん）

（※）過去問の掲載ページ → https://koushien.jst.go.jp/koushien-Jr/questions-image/index.html

• 人には得意不得意があるけど、チームメートで助け合い、互いの不得意をカバーし合って、みんなで「よい経

験だった」と思える大会にしてください。そして何より「楽しむこと」を忘れないで。（加藤 望さん）

• 出場して様々なことを学べた。科学の知識や技能を競い合うだけでなく、普段なら関われない人と話せたり、

色々な会社の技術を学べたり、自分が成長できる環境が整っていると思う。ぜひ出場して。（市橋 澪さん）

• 全国大会の実技競技でミスがあったけど、すぐに対応して何とか時間内にやりきれました。仲間とのコミュニ

ケーションを大切にして、協力し合いながら頑張ってください。そうすればきっと、臨機応変に対応できるは

ずです。（丹羽 朔太郎さん）
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県大会・全国大会に出場して良かったことは？
• 他校や他県の生徒と競い合い、交流し合えたことは大変よい刺激となりました。特に、生徒の主体性によって当日ま

で取り組んでいくことができ、そのおかげで、もっとこうしたいという自発的な思いも生まれ、自分の取組を振り
返って次へつなげていくよい学びの機会となりました。

• 全国の思いもしないアイデアを自分たちと比較してみることができたので、素直に驚いたり感動したりすることがで
き、様々なことにもっとチャレンジしていこうとする姿につながりました。今回は、目標としていた入賞もすること
ができました。取組の結果として充実感を味わうことができ、生徒たちにとって思い出深い大会となりました。

• 全国大会に向けた事前研修会のおかげで、他校のチームメートとも打ち解けることができました。一緒に考えること
で、普段の小さな人間関係の中で考えるよりも深く考えることができる機会となり、交流したことを大会本番につな
げていくこともできました。今年度から、３人１チームでのエントリーとなったおかげで、本校のような小規模校で
も出場できるようになってよかったです。   （教頭  土屋  寿美  先生）

• 今回、全国大会へ出場したことで、学校内や新聞記事等でも取り上げられ、生徒の日頃の頑張りを多くの人に認めて
もらえました。生徒の自信につながったと思います。

• 同じ代表チームの津保川中学校の仲間とはもちろん、全国各地の中学生とコミュニケーションをとることができたこ
とは、人間関係を広げるよい機会となりました。いずれの出題も、仲間と協働することが求められるので、協力して
成し遂げる達成感を味わうこともできました。２校の合同チームでの出場は、とてもよかったと思います。

• 全国大会では、競技だけでなく、計３日間の滞在中に様々な経験ができ、十分に楽しむことができました。生徒だけ
でなく、私にとっても貴重な経験をさせていただきました。ありがとうございました。（教諭  神谷  奎吾  先生）
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